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このほど、上田中央消防署に「救助工作車」が配置されました。この工作車には、 300m先でも新聞が
読めるという照明灯やクレーン、ウインチ、鉄板切断機、酸素ボンベ、無線機などい救助隊の七つ道具治

が干fiまれています。これからは、火災や台風、交通事故処理などの政助活動で、強い味方とな って活躍
してくオ1るでしょう。
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だ 昭和58年 3月1日一一一ー(2)ー

突通渋滞を考える⑧

えつ広報

マイカ寸通勤者にインタビュー

上
回
市
交
通
渋
滞
対
策
会
議
(
会
長

小
山
商
工
会
議
所
会
頭
)
は
、
二
月
七

日
、
「
あ
な
た
の
協
力
ゆ
と
り
の
通
勤

マ
イ
ナ
ス
千
台
運
動
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン

と
し
た
交
通
渋
滞
解
消
策
を
決
定
し
ま

し
た
。
そ
の
内
容
は
、
「
①
時
差
出
勤

②
ノ

l
カ
|
デ
|

③
二
輪
車
へ
の
乗

り
換
、ぇ
④
公
共
交
通
機
関
へ
の
乗
り

換
え
」
の
四
つ
の
方
策
を
、
マ
イ
カ
ー

通
勤
者
及
び
事
業
所
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
条
件
に
合
っ
た
方
法
を
選
択
し
て
、

市
民
総
ぐ
る
み
の
運
動
と
し
て
四
月
中

に
実
施
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

皆
さ
ん
の
積
極
的
な
御
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

そ
こ
で
、
「
交
通
渋
滞
を
考
え
る
」
シ

リ
ー
ズ
の
最
後
と
し
て
、
交
通
渋
滞
に

よ
っ
て
彬
響
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ

る
マ
イ
カ
ー
通
勤
の
代
表
の
皆
さ
ん
に
、

解
消
策
を
ど
う
受
け
と
め
て
い
る
か
な

ど
、
次
の
こ
と
を
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
て

み
ま
し
た
。

①
勤
め
先
ま
で
の
朝
の
通
勤
時
間
は
、

ど
の
く
ら
い
で
す
か
。

②
通
勤
状
態
は
、
い
か
が
で
す
か
。

③
交
通
渋
滞
解
消
策
が
い
よ
い
よ
市
民

運
動
化
さ
れ
て
い
く
わ
け
で
す
が
、

こ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
ま

た
、
ど
う
思
い
ま
す
か
。

④
解
消
策
が
実
泊
さ
れ
た
場
合
、
ど
の

方
法
で
協
力
し
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

和
田

万
三
さ
ん(団
体
職
員
・
五
加
)

①
勤
め
先
ま
で
六
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
以
前
は
三
十
五
分
ぐ
ら
い
か
か

っ
て
い
ま
し
た
が
、

上
回
交
通
別
所
線
赤
坂
上
駅
の
三
好
町
駅
寄
り
の
踏
切
周
辺
が
経
備
さ
れ
た
た
め
か
、
こ
の

ご
ろ
は
二
十
分
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。

②
上
田
橋
の
手
前
が
少
し
渋
滞
す
る
程
度
で
す
。

③
広
報
で
知
り
ま
し
た
。
交
通
渋
滞
の
解
消
に
向
け
て
、
少
し
で
も
多
く
の
人
が
協
力
す
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
。

④
時
差
出
勤
が
徹
底
で
き
れ
ば
、

い
ま
す
。

と
思
い
ま
す
。
勤
め
先
で
も
時
差
出
勤
を
実
施
し
て

宮
原
た
か
子
さ
ん(団
体
職
員
・
大
日
木
)

①
勤
め
先
ま
で
約
八
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
で
す
が
、
大
体
二
十
五
分
ぐ
ら

い
か
か
り
ま
す
。
土
曜
日

は
、
約
五
分
早
く
着
き
ま
す
。

②
上
川
原
の
交
差
点
の
と
こ
ろ
が
渋
滞
す
る
の
で
、
大
星
神
社
の
方
を
ま
わ

っ
て
い
ま
す
。

③
新
聞
で
読
み
ま
し
た
。
交
通
渋
滞
解
消
に
な
る
の
だ
か
ら
、
た
い
へ
ん
い
い
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。

④
公
共
交
通
機
関
の
パ
ス
を
利
用
す
る
の
が
一
番
い
い
と
思
い
ま
す
が
、
本
数
も
少
な
く
バ
ス

停
か
ら
も
だ
い
ぶ
歩
く
の
で
、
不
便
を
感
じ
ま
す
。
十
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
始
業

時
聞
が
九
時
に
な
る
の
で
、
こ
の
間
は
時
差
出
勤
の
形
に
な

っ
て
い
ま
す
。
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石
井

大
作
さ
ん

(
公
社
員
・
半
過
)

(
会
社
員
・
東
部
町
)

①
勤
め
先
ま
で
約
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
二
十
分
か
か
り
ま
す
。

②
信
号
の
待
ち
時
間
が
調
整
さ
れ
た
せ
い
で
し
ょ
う
か
、
本
線
の
流
れ
が
よ
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
渋
滞
す
る
と
こ
ろ
は
、
千
曲
町
か
ら
古
舟
橋
に
か
け
て
で
す
。

③
広
報
で
知

っ
て
い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
あ
り
ま
し
た
の
で
関
心
を
持
っ
て
み
て
い
ま

す
。
協
力
体
制
と
し
て
、
自
治
会
組
織
を
通
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と
も
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。

④
パ
ス
を
利
用
し
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
方
面
か
ら
の
相
乗
り
の
方
法
も
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
は
大
き
な
問
題
が
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

奥
村
清
一

さ
ん

①
勤
め
先
ま
で
約
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
三
十
分
ぐ

ら
い
か
か
り
ま
す
。
土
曜
日
は
、
二
十
分
く
ら
い

で
着
き
ま
す
。

②
祢
津
街
道
を
通
っ
て
来
ま
す
が
、
常
国
池
の
と
こ

ろ
が
渋
滞
し
ま
す
。
ほ
か
は
、
そ
ん
な
に
渋
滞
し

ま
せ
ん
。

③
以
前
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
あ
り
ま
し
た
の
で
関

心
を
持

っ
て
い
ま
し
た
。
内
容
は
、
主
に
広
報
で

知
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
実
施
す
る
の
は
い
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
ほ
か
に
、
主
要
道

と
そ
れ
に
接
続
し
て
い
る
道
路
の
信
号
の
調
整
も

考
え
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

④
事
業
所
単
位
で
、
曜
日
を
決
め
て
ノ
|
カ

l
テ
l

を
実
施
す
る
な
ら
協
力
し
ま
す
。

だえつ一 (3)一一一一一昭和58年 3月1日一一一一一広報

朝の通勤時間帯には、市街地に約 1万台のマイカ

ーが集中しますが、最低その 1割にあたる1，000台を

減らすことが渋滞緩和の大きな目標です。

(古舟橋手前の千曲町で)



む
だ
を
な
く
し
物
を
生
か
す
市
民
運
動

資
源
活
用
推
進
月
間

タミ¥

3
月
7
日

行
エ
ネ

・
行
資
川
仰
が
叫
ば
れ
だ
し
た

附
和
山
ト
八
年
の
行
油
シ
ヨ

y
ク
以
米
、

す
で
に
卜
年
の
成
月
が
流
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
資
源

・
エ

ネ
ル
キ
ー
の
節
約
の
努
力
を
し
、
日
常

生
活
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
し
、

そ
し
て
、
私
た
ち
の
省
エ
ネ
・
省
資
源

に
対
す
る
意
識
も
高
ま
り
ま
し
た
。
私

た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
も
快
適
な
暮
ら
し

の
た
め
に
、
限
り
あ
る
資
源
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
上
手
に
、
む
だ
な
く
使
う
こ
と

が
大
切
で
す
。

5
月
8
日
γ--......ど

市
で
は
、
今
年
も
「
む
だ
を
な
く
し

物
を
生
か
す
市
民
運
動
」
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
こ
の
運
動
を
通
し
て
、
ま
た

新
た
な
気
持
ち
で
市
民
総
参
加
に
よ
る

省
資
源

・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
進
め
る
た

め
、
皆
さ
ん
の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

資

源

活

用

広

場

「
む
だ
を
な
く
し
物
を
生
か
す
市
民

運
動
」
の
一
環
と
し
て
、

三
月
七
日
間

か
ら
五
月
八
日
日
ま
で
の
二
か
月
間
、

「
資
源
活
用
推
進
月
間
」
を
設
置
し
ま

す
。
期
間
中
は
、
上
田
市
長
を
本
部
長

と
す
る
上
田
市
資
源
活
用
推
進
本
部
を

設
け
、
市
の
関
係
各
課
所
が
そ
れ
ぞ
れ

の
担
当
す
る
分
野
で
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

-

省
資
源
の
推
進
を
は
か
り
ま
す
。

推
進
月
聞
の
最
終
日
に
は
、
今
年
で

九
回
目
を
迎
え
る
「
資
源
活
用
広
場
」

を
開
き
ま
す
。
ま
た
、

中
部
電
力
側、

上
回
ガ
ス
側
、
上
回
電
報
電
話
局
、
上

回
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
協
賛
に

レ
ー
?
骨
『
l

‘

U
ド九

b
』
介
。
/
、
ふ

1
t古
田
回
世
L

の
向
附

ウ

f
l斗

)すで安同口の応

省エネルギーの効果(県資料より)不用昂の爽換で

むだのない生活を/ 0テレビ (18盟カラー)
・視聴時間を 1日1時間短縮すると、年間約30kWh(900

円)の節約

0車
・経済速度は、一般道路で40km/h、高速道路で'80km/h

• 1日50回の空ぶかしで250c，cのガソリンを浪賀(小型

車、 4km走行分)

・適正空気圧より 20%低いとカザソリ ンを 2-3%多く

使う 。

0その他
・アル ミ缶を再生するのに必要なエネルギーは、ボー

キサイトから新しい缶をつくるのに要するエネルギ

ーの合ですみます。

・天井のみ日曜大工で断熱材(50mm)を入れただけで、

岐房 資約20%の節約

生活環境課では、不用品の紹介・

あっせん をしています。

お気軽に御利用下さい。

。
投
票
で
き
る
人

投
票
日
現
在
、
満
二
十
歳
以
上
で
、

そ
れ
ぞ
れ
次
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る

本
年
一

月
十
二
日
以
前
か・旬
、
引
き

続
き
上
田
市
に
住
ん
で
い
て
、
住
民
票

に
記
録
さ
れ
、
さ
ら
に
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

上田市資源活用推進本部
(事務局 生活環境課生活保)

E⑫4100内線301・有線② 0671
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集
“明るい選挙で

住みよい上回，

選般会議員
(告示3月29日)
議県里予4月10日・・・長

ーは)一一一昭和58年 3月1日一一一広報うえだく選挙特集〉

特挙選

挙選般会議員
(告示4月14日)

議市田4月24日・・・上

統一地方選挙は、も っとも身近な選挙です。このためにとかく義理や人情にから ま

れて、汚れた選挙になりがちです。今後4年間の県政・市政を託すにふさ わしい人を
選び出すため、よく見極めて投票しましょう 。投票総参加、明るく正しい選挙をいた
しましょう 。

。
投
票
で
き
る
人

投
票
日
現
在
、
満
二
十
歳
以
上
で
、

そ
れ
ぞ
れ
次
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る

-
}
炉
」
。

ム
県
識
選
挙

・
四
月
十
日
投
票
日

十
二
月
二
十
七
日
以
前
か
ら
、
引
き

続
き
上
田
市
に
住
ん
で
い
て
、
住
民
票

に
記
録
さ
れ
、
さ
ら
に
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

O
転
出
者

十
二
月
二
十
八
日
以
後
に
上
回
市
か

ら
県
内
の
他
市
町
村

へ
転
出
さ
れ
た
人

で
、
ま
だ
転
出
先
の
市
町
村
の
選
挙
人

名
簿
に

登
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
上
田
市

め
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、

そ
の
登
録
き
れ
て
い
る
投
票
所
で
投
票

で
き
ま
す
。

こ
の
場
合
に
は
、
現
住
所
地
に
引
き

E
3
r

、J、J
、ノ、
J

、J
、J
、〆、〆、
J
ミ
J

、J
、ノ、ノ、
J

、J
、J
、J
、J
、J
、J
、J丸
J

、〆、，、，、
J

、ノ、，
E

続
き
住
ん
で
い
る
証
明

(
現
住
所
地
の

〆、〆、
J

、J
、Jζ
2

、Jζ
Jミ
3
《
3
z

、，、，、〆、
J

、J
、J
、J
、ノ、
J

、J
、JK
J

色、J
、〆、〆、
J
e

、〆、〆、〆、〆

市
町
村
長
が
無
料
で
発
行
し
ま
す
。
)

r

、r
、〆、
J

、J
、J、Jミ
P

、3Z
3
e

、r
、r
、ノ、ノ、
J

、J
、Jζ
J
ζ
3《
3
ζ

、〆、J
、

を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い

。

O
転
入
者

十
二
月
二
十
八
日
以
後
に
、
県
内
の

他
市
町
村
か
ら
上
田
市
に
転
入
さ
れ
た

人
で
、
ま
だ
上
田
市
の
選
挙
人
名
簿
に

は
登
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、

旧
住
所
地

の
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、

旧
住
所
地
の
投
票
所
で
投
票
で
き
ま
す
。

こ
の
場
合
は
、
上
田
市
長
の
発
行
す

〆、〆、，、
J

、J、J
、J
、〆、，、
J

、，、，、
J

、J
、〆、
J

、ノ、
J

、J
、J
、，、ノ、ノ、
J

、J
、J
、r
、〆、J
、ノ、

る
引
き
続
き
住
ん
で
い
る
証
明
(無
料
)

を
持
っ
て
い
っ
て
投
票
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
御
留
意
く
だ
さ
い

。

ム
市
議
選
挙
・
四
月
二
十
四
日
投
票
日

本
年

一
月
十
二
日
以
前
か
ら
、
山
引
き

続
き
上
田
市
に
住
ん
で
い

て
、
住
民
票

に
記
録
さ
れ
、
さ
ら

に
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

市

内

転

居

者

一一
月
二
十
八
日
ま
で
に
市
内
で
住
所

を
移
動
し
、
市
役
所
市
民
課
か
各
支
所

で
転
居
の
手
続
き
が
済
ん
で
い
る
人
は
、

新
し
い
住
所
地
の
属
す
る
投
票
所
で
投

票
で
き
ま
す
。
三
月
一
日
以
後
の
市
内

転
居
者
は
、
前
住
所
地
の
属
す
る
投
票

所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い

。

。
投
票
で
き
な
い
人

O
県
議
選
挙
に
あ

っ
て
は
県
外
に
転
出

し
た
人
。
市
議
選
挙
に
あ
っ
て
は
市
外

に
転
出
し
た
人
。

い
ず
れ
も
正
式
な
届

出
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
投
票
日
ま

で
に
転
出
し
た
人
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

O
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
て
も
、
実
際

に
は
そ
こ
に
住
ん
で
い
な
い
人
。

た
と
、え
ば
、
学
生
な
ど
で
修
学
の
た

め
、
察
、
下
宿
な
ど
に
住
ん
で
い
る
場

合
の
住
所
は
、
原
則
と
し
て
寮
や
下
宿

に
あ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
学
生
な
ど
で
こ
れ
ら
に
該
当

す
る
人
は
、
入
場
券
が
郵
送
さ
れ
て
も

投
票
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

。
入

場

券

け

特iし入
に iま場;
、1す券
こi 0 ，ま
のi 全
た1 部
ぴ i 郵
の i 送
入i に
場i ょ
券 i つ

は } て
、} お

四i 届

爪
川
同
一同
制
判一川
i四
月
引
什
町
削
，川
副

議
の
二
回
の
選
診
で
使
用
れ

L
，ン
パ
バい

な
り
ま
す

の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
お

い
て
く
だ
さ
い

。

入
場
券
は
、
世
帯
あ
て
に
郵
送
し
ま

す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
分
を
点
線

か
ら
切
り
と
っ
て

(県
議
選
の
投
票
の

際
に
は
、
市
議
選
の
入
場
券
を
つ
け
た

ま
ま
お
持
ち
く
だ
さ
い
)
投
票
所
へ
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

入
場
券
が
届
か
な
い
場
合
で
も
、
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
は
、

投
票
で
き
ま
す
の
で
、
選
管

へ
お
た
し

か
め
く
だ
さ
い

。

。
投
票
で
き
る
時
間

午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
で
す
。

須
川
、
畑
山
、
長
入
、
岩
清
水
、
野
倉

の
各
投
票
所
は
午
後
四
時
ま
で
で
す
。

投
票
は
な
る
べ
く
早
自
に
、
時
聞
の

余
裕
を
み
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

。
投
票
の
方
法

県
議
、
市
議
選
挙
と
も
記
名
式
投
票

で
す
。

投
票
用
紙
に
鉛
筆
で
、
一
人
だ
け
候

補
者
の
氏
名
を
-
記
入
し
て
く
だ
さ
い

。

自
分
で
書
け
な
い
人
は

投
票
は
、
自
分
で
書
く
こ
と
が
原
則

で
す
が
、
手
に
け
が
を
し
て
い
た
り
、

字
を
知
ら
な
い
で
書
け
な
い
と
き
な
ど

に
、
投
票
所
の
係
が
、
代
わ
っ
て
存
い
て

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
安
心
し
て
お
申
し

出
く
だ
さ
い

。
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。
不
在
者
投
票

週
掌
当
日
、
投
寮
所
に
行
っ
て
投
東

で
き
な
い
人
に
か

g
り
、
不
仕
者
投
崎
ポ

カ
4

h

包
ま
す

期
間
は
、
告
示
の
日
か
ら
、
投
票
日

の
前
日
ま
で
で
、
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
五
時
ま
で
、
毎
日
、

選
挙
管
理

1
H九五

{市
役
所
間
附
)
て
行

っ
て
い

£
す
の
で
、
な
る

べ
く
い

H
に
投
摂
を

す
ま
せ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

O
県
踊
選
敬

三
月
二
十
九
日
か
ら
四
月
九
日

O

市
臨
選
掌

四
月
+
四
日
か
ら
四
月
二
十
三
日

投
州
出
に
お
い
で
の
と
き
は
、
入
場
券

{凶
い
て
い
る
と
き
)
と
印
鑑
を
必
ず

お
持
ち
く
だ
さ
い
=

候
補
者
の
氏
名
掲
示
は
あ
り
ま
せ
ん
0

0
市
外
に

ァ
時
滞
介
位
し
て
い
る
人
は
、

滞
紅
地
で
投
然
て
き
ま
す
の
で
早
目

に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

。
病
院
、
芭
人
ホ
ー
ム
、
身
体
障
害
者

山
民
正
従
N

山
地
設
、
保
泌
施
設
な
ど
で

.小
伝
将
位
決
の
指
定
を
受
け
て
い
る

地
投
に
は
い

っ
て
い
る
人
は
、
そ
こ

で
投
快
で
き
ま
す

た
だ
し
歩
行
不
能
で
一
般
の
投
票
所

に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
に
限
ら

れ
ま
す
。

@
郵
便
に
よ
る

ポ
ヤ
守
位
必
伺
的
保
g
sm

次
に
該
当
す
る
人
は
、
郵
便
に
よ
る
在

宅
投
永
が
で
き
ま
す
。
早
目
に
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

一
、
投
票
で
き
る
人

身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
で
一
、

二

三
級
で
定
め
ら
れ
た
症
状
に
該
当
す

る
人
。

戦
傷
病
者
手
帳
所
持
者
で
特
別
項
症

第
二
項
症
、
第
三
項
症
ま
で
の
人
で

定
め
ら
れ
た
症
状
に
該
当
す
る
人
。

ニ
、
郵
便
投
票
証
明
書
の
交
付
申
請

投
票
を
希
望
す
る
人
は
、
選
挙
人
が

登
録
さ
れ
て
い
る
市
町
村
選
挙
管
理

委
員
会
の
委
員
長
が
発
行
す
る
証
明

書
が
必
要
で
す
の
で
申
請
し
て
交
付

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

(
こ
の
証
明
書
は
、
四
年
間
布
効
で

す
か
ら
大
切
に
保
管
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い

)

三
、
投
票
の
手
続
き

選
挙
の
期
目
前
回
目

(県
議
選
は
四

月
六
日
、
市
議
選
は
四
月
二
十
日
)

ま
で
に

、
本
人
自
身
の
署
名
に
よ
り
、

投
票
用
紙
お
よ
び
投
票
用
封
筒
を
請

求
し
本
人
自
身
で
候
補
者

一
名

の
氏

名
を
記
載
し
、
所
定
の

封
筒
に
入
れ

て
署
名
し
、
本
人
が
登
録
さ
れ
て
い

る
市
町
村

の
選
挙
管
理
委
員
会
の
委

員
長
に
、
必
ず
郵
便
に
よ
り
送
付
し

ま
す
。

こ
の
性
票
に
つ
い
て
は
甲
日
に
手
続

き
を
す
る
よ
7

に
し
て
く
だ
さ
い
。

-M当
必
R
品‘

F
A刑
い
選
挙
e
E
B
理
委
員

投
票
の
便
宜
供
与

k
J
h
誠
州
j
u
E
U

県
議
会
議
員
選
挙
に
あ
っ
て

は
、
候

個
人
演
説
会

個
人
演
説
会
で
、
応
援
演
説
す
る

。

ト」

各
世
帯
あ
て
お
届
け
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
短
期
間
に
全
世
帯
に
配
付

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
こ
の

配
付
に
つ
い
て
は
、
各
自
治
会
長
さ
ん

を
通
じ
て
御
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。こ

の
た
び
も
、
従
来
ど
お
り
自
治
会

長
さ
ん
方
に
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

が
、
自
治
会
に
加
わ
っ
て
い
な
い
な
ど

の
理
由
で
直
嬢
送
達
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
事
前
に
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
申

し
出
く
だ
さ
い

。

ま
た
、
万

一
未
着
な
ど
の
場
合
は
、

各
支
所
ま
た
は
市
選
挙
管
理
委
員
会
に

予
備
数
を
準
備
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、

最
寄
り
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い

。

。
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
の

設
置
に
御
協
力
を
。

先
の
十
二
月
県
会
に
お
い
て
、
「
長

野
県
議
会
議
員
選
挙
に
お
け
る
ポ
ス
タ

ー
掲
示
場

の
設
置
に
関
す
る
条
例
」
が

制
定
さ
れ
、
こ
の
県
議
選
か
ら
適
用
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
選
挙
運
動
用

ポ
ス

タ
ー
は

、
選
管
で
設
置
し
た
掲
示

場
以
外
の
場
所

へ
の

崎
示
は

一
切
禁
止

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

当
市
で
は
、
こ
の
掲
示
場
を
全
市
を

通
じ
て
、
二
一
百
八
十
二
か
所
に
設
置
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
議
会
議
員
選
挙
に

つ
い
て

tu
、

こ

の
組
問
-
不
倒
喝
の

科
叫
跡
直
に

つ
い
て
、

は
っ
き
り
候
補
者
の
氏
名
を
い

っ
て

投
票
を
依
頼
し
て
も
よ
い
し
、
だ
れ
に

か
け
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

為

l
v
、

ね
ら
れ
、

こ
の
三
月
議
会
に
条
例
案
が

提
案
さ
れ
ま
す
。

も
し
、
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
す
と
、

市
議
会
選
挙
に
お
い
て
も
、
県
議
選
同

様
の
掲
示
場
が
市
内
各
所
に
設
置
さ
れ
、

こ
の
柑
示
場
以
外
へ
の
ポ
ス
タ
ー
の
掲

示
は
禁
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
今
ま
で
の
選
挙
時
の

よ
う
な
、
鈍
…
断
で
貼
ら
れ
た
ポ
ス
タ
ー

を
め
ぐ
っ
て
の
ト
ラ
ブ
ル
や
、
違
反
ポ

ス
タ
ー
が
街
に
は
ん
ら
ん
す
る
、
と
い

っ
た
ケ

ー
ス
は
ま
っ
た
く
解
消
さ
れ
ま

す
が
、
市
議
選
の
場
合
、
立
候
補
予
定

者
数
か
ら
み
て
、
一
か
所
あ
た
り
縦
二

メ
ー
ト
ル
、
横
約
七
メ
ー
ト
ル
と
い
う

設
置
場
所
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

設
置
場
所
の
提
供
に
つ
い
て
お
願
い
に

あ
が
り
ま
し
た
と
き
は
、
短
期
間
で
す

の
で
、
な
に
と
ぞ
御
理
解
、
御
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
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だれにもできる選挙運動

選挙運動は、自由であることが理想であり 、もっ

とも望ましいことですが、自由であると 、金や権力

や情実などにものをいわせてなんでもできる人が有

利になり、明るい選挙が行われなくな ります

公正な選挙が確保できるよう、公選法では、選挙

運動に関しいろいろ制限をしていますが、ここには、

だれでもできる運動の主なものを掲げました

必
挙
運
動
用
と
し
て
表
示
を
受
け
た

は
が
・
当
ALb-
候
補
布
か
一
い
つ
も
ら
っ
て
知
人

な
ど
に
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

記
載
す
る
内
谷
に
つ
い
て
は
虚
偽
や

公
序
良
俗
に
反
す
る
こ
と

の
な
い
か
ぎ

り
自
由
で
す
。

同

一
世
帯
内
あ
て
の
場
合
の
表
書
き

は
連
名
で
も
よ
い
が
、
工
場
、
事
業
所

会
社
な
ど

へ

「
御
中
」
ま
た
は
「
御
一

同
様
」
な
ど
と
書
き
回
覧
す
る
こ
と
は

い
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
は
が
き
は
、
必
ず
定
め
ら
れ
た

郵
便
局
に
出
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は

。
選
挙
の
年
H

と
い
わ
れ
ま

す
よ
う
に

、
問
月
十
日

の
県
議
会
議
員

法
挙
を
皮
切
り
に
、
四
月
二
十
四
日

の

市
議
会
議
日
選
挙
、
さ
ら
に
は
六
月
下

旬
ご
ろ
に
参
議
院
選
挙
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

ま
た

h

・・-iulbF
‘.，

U

取
近
の
新

、

1
4ト
し

'
tJ

'

j

問
、
テ
レ

a
F

F
』

ER

F

h

・a

ビ
な
ど
の

aa--h
S
1
4

・・

伝
え
る
と

‘

こ
ろ
に
よ
り
ま
す
と
、
衆
議
院
の
解
散

も
予
想
さ
れ
る
情
勢
に
あ
り
、
近
ぢ
か

に
総
選
挙
が
行
わ
れ
る
可
能
性
も
じ
ゅ

う
ぶ
ん
々
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
、
国
会
で
も
論
議

の
ま
と
と
な

っ

て
お
り
ま
す
財
政
再
建

の
問
題
、
防
衛

を
決
す
る
極
め
て
重
要
な
選
挙
と
い
え

ま
1
レょ

、っ

選
挙
制
度
上
に
お
い
て
も
、
参
議
院

の
比
例
代
表
制
の
導
入
、
県
議
及
び
市

議
選
に
お
け
る
公
営
ポ
ス
タ

ー
掲
示
場

b
h
b
z
‘

h
F

・・

穴
設
置
も
る

選
挙
の
年
に
あ
た
っ
て

U
配が

進
め
ら
れ
、

上

田

市

選

挙

管

理

委

員

会

金

の

か

か

ら

-R

な
い
選
挙
の

森

山

潔

実
現
が
、
は

か
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

今
こ
そ
、
有
権
者
、
選
挙
関
係
者
が

一
体
と
な
っ
て
、
選
挙
の
重
要
性
を
再

認
識
し
、
明
る
く
正
し
い
選
挙
の
推
進

を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
、
心
か
ら
願

っ
て
い
ま
す
。

問
題
、
政
治
の
倫
理
化
の
問
題
な
ど
、

山
相
す
る
こ
れ
ら
諸
問
題
の
今
後
の
成

り
行
き
は
、
全
国
民
が
注
視
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
財
政
の
硬
直
化
は
地
方
自
治

委

員

長

体
に
も
及
び
、
行
財
政
の
見
直
し
を
よ

ぎ
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
国
、
地
方
と
も
非
常
に

き
び
し
い
情
況
下
の
な
か
で
、
統

一
地

方
選
挙
に
は
じ
ま
る
こ
こ

一
連
の
選
挙

は
、
ま
さ
に
今
後

の
園
、
地
方
の
進
路

個
人
演
説
会

倒
人
演
説
会
で
、
応
援
演
説
す
る

と
が
で
き
ま
す
。

個
々
面
接

電
車
、
パ

ス
、
あ
る
い
は
道
路
上
で

た
ま
た
ま
友
人
や
知
人
に
出
会
い
、
そ

の
機
会
を
利
用
し
て
投
票
を
依
頼
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

電
話
に
よ
る
投
票
依
頼

電
話
で
投
票
を
依
頼
す
る
こ
と
は
、

原
則
と
し
て
、
ど
な
た
で
も
自
由
に
で

き
ま
す
。

は
っ

き
リ
候
補
者
の
氏
名
を
い
っ

て

投
票
を
依
頼
し
て
も
よ

い
し
、
だ

れ
に

か
け
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん。

し
か
し
、

相
手
の
迷
惑
も
考
え
ず
、

ひ
と
り
よ
が
り
は
、
か
え

っ
て
逆
効
果

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
じ
ゅ

う
ぶ
ん
注
意
が
必
要
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
な
選
挙
運
動
も
、
実
際
に

で
き
る
の
は
、
立
候
補
の
届
け
出
が
済

ん
だ
と
き
か
ら
投
票
日
の
前
日
ま
で
で

す
。ま

た
、
公
務
員
や
特
定
の
人
は
他
の

法
律
で
禁
止
や
制
限
を
受
け
ま
す
。

:
z
i
l
-
-
i
i
r
 

寄

附

の

禁

i上

公
職
の
候
補
者
な
ど
は
、

時
期
や
選

挙
に
関
係
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
、

名
目
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
選
挙
区
内
に

あ
る
者

(者
と
は
、
個
人
は
も
ち
ろ
ん

国
・
県
・
市
町
村
や
会
社

・
事
業
所
・

団
体
・
組
合
・
神
社
・
寺
・
自
治
会
な

ど
、
個
人

・
法
人
す
べ
て
含
む
)
に
対

し
て
寄
附
を
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

候
補
者
な
ど
と
は
、
候
補
者
が
、
ニ

れ
か
ら
立
候
補
し
よ
う
と
す
る
意
志
が

あ
る
人
、
本
人
の
行
動
な
ど
か
ら
見
て

立
候
補
の
意
志
を
有
す
る
人
と
認
め
ら

れ
る
人
、
す
で
に
公
職
に
あ
る
人
な
ど

を
総
称
し
ま
す
。

V
禁
止
の

伊j

国
会
な
ど
の
見
学
に
お
み
や
げ
を
く

ば
る
。
花
輪
を
お
く
る
。
供
花
・
香
典
。

祝
儀
。
病
気
見

舞

お

中

モ

お

歳
詳

入
学
祝
。
出
産
悦
。
お
祭
り
の
寄
附
2

せ
ん
別
。
う
ち
わ
。
カ
レ

ン
ダ
ー
。
他

の
選
挙
に
選
挙
献
金
や
政
治
献
金
を
お

く
る
。
酒
食
の
提
供
。
正
月
な
ど
、
自

宅
に
来
た
者
に
酒
食
を
提
供
す
る
。
給

与
の
返
上
。
色
紙
を
お
く
る
。
表
彰
状

に
記
念
品
を
つ
け
る
。
協
賛
金
。
賛
助

金
。
催
し
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
な
ど
に
協
賛

金
な
ど
の
支
出
な
ど
金
品
を
お
く
る
こ

と
。
園
、
県
、
市
町
村
に
寄
附
す
る
こ

と
。
匿
名
ま
た
は
他
人
の
名
儀
に
よ
る

寄
附
。
社
会
事
業
団
体
に
す
る
寄
附
。

単
に
滞
在
中
の
者
に
対
す
る
寄
附
。
そ

の
他
い
か
な
る
名
儀
で
あ
っ
て
も
寄
附

行
為
と
み
ら
れ
る
も
の
。

V
寄
附
の
要
求

選
挙
区
内
の
公
職
の
候
補
者
な
ど
に

対
し
て
、
寄
附
を
求
め
た
り
、
勧
誘
し

て
は
い
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
や
県
や
市
町
村
な
ど
か
ら

補
助
金
、
利
子
補
給
な
ど
を
受
け
た
り

請
負
契
約
や
物
品
納
入
契
約
、
そ
の
他

特
別
の
利
益
を
伴
う
契
約
の
当
事
者
(
個

人
、
会
社
、
そ
の
他
の
法
人
な
ど
)
は

寄
附
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
場
合
、
そ
の
相
手
方
は
候
補
者
、

政
党
そ
の
他
の
政
治
団
体
で
あ
る
こ
と

を
問
わ
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

。
親
族
の
場
合
は
の
ぞ
か
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
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してはいけない

選挙運動

的輸戸別
訪
問
の
禁
止

戸
別
肪
聞
と
は
、
選
挙
運
動
の
た
め

に
、
速
い
肌
し
て
戸
別
に
選
挙
人
の
暦
毛

を
訪
問
す
る
こ
と
で
す
。
(
官
公
庁
、

会
社
、
工
場
、
事
業
所
な
ど
も
戸
別
の

な
か
に
は
い
り
ま
す
。)

ま
た
、

一一
戸
だ
け
訪
問
し
て
も
そ
の

状
況
、
内
容
な
ど
に
よ
り
戸
別
と
み
な

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
玄
関
内

に
は
い
ら
ず
軒
先
、
庭
な
ど
で
あ
っ
て

も
戸
別
訪
問
に
該
当
し
ま
す
。
単
な
る

あ
い
さ
つ
、
名
刺
を
お
い
て
あ
る
く
こ

と
な
ど
も
い
け
な
い
こ
と
で
、
何
人
も

戸
別
訪
問
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
場
合
、
立
候
補
届
出
後
で
あ
る
か
、

立
候
補
の
決
立
前
で
あ
る
か
は
、
同
罪

の
成
立
に
影
響
が
な
い
と
さ
れ
て
い
ま

す。

署
名
運
動
の
禁
止

選
挙
人
に
対
し
著
名
運
動
す
る
こ
と
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
気
投
票
の

公
表
の
禁
止

何
人
も
、
選
挙
に
関
し
、
公
職
に
就

く
べ
き
人
を
予
想
す
る
人
気
投
票
の
経

過
ま
た
は
結
果
を
公
表
す
る
こ
と
は
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

飲
食
物
の
提
供
の
禁
止

何
人
も
、
選
挙
運
動
に
関
し
て
は
、

そ
の
名
目
は
ど
う
で
あ
ろ
う
と
、
飲
食

物

(
な
ん
ら
加
工
し
な
く
て
も
そ
の
ま

ま
飲
食
に
供
し
得
る
も
の
。
た
と
え
ば
、

料
理
、
弁
当
、
酒
、
ビ

ー

ル
、
ジ
ュ

ー

ス
、
果
物
、
菓
子
な
ど
)
を
提
供
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

た
と
え
ば
、
候
補
者
が
選
挙
運
動
員

や
労
務
者
を
慰
労
す
る
目
的
で
飲
食
物

を
提
供
す
る
。
第
三
者
が
候
補
者
を
激

励
す
る
た
め
に
、
陣
中
見
舞
と
し
て
候

補
者
な
ど
に
飲
食
物
を
提
供
す
る
こ
と

も
い
け
ま
せ
ん
。

陣
中
見
舞
に
清
酒
を
も
っ
て
い
き
ま

す
が
こ
れ
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

公
職
の
候
補
者
な
ど
寄
附
祭
止
の
条

項
に
ふ
れ
る
場
合
い
か
あ
り
ま
す
の
で
じ

ゅ
う
ぶ
ん
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
お
茶
や
日
常
も
ち
い
ら
れ

り
ま
せ
ん
。

連
呼
行
為
の
制
限

病
院
、
学
校
、
立
会
演
説
会
場
な
ど

の
付
近
で
は
静
か
に
す
る
な
ど
の

制
限

が
あ
り
ま
す
。

「ど

な
ら
ず
に

市
民
は

わ
か
ら
な
い
」

ぜ
ん
ぜ
ん

¥
F
J
 

気
勢
を
張
る

行
為
の
禁
止

何
人
も
、
選
挙
運
動
の
た
め
に
自
動

車
を
つ
ら
ね
、
ま
た
は
隊
ご
を
く
み
、

は
ち
巻
を
し
た
り
旗
な
ど
を
た
て
て
往

来
す
る
な
ど
は
、
気
勢
を
張
る
行
為
で

禁
止
き
れ
て
い
ま
す
。

;i買
15収
な 饗
!;応

ーのiF禁
は止

と
血
圧
が
上
が
る
。

②
冬
の
寒
い
夜
中
、
ト
イ
レ
に
行
き
脳
川

卒
中
の
発
作
を
起
予

こ
と
が
多
い
。

ど
を
お
く
っ
た
り
、
約
束
す
る
こ
と
、

ま
た
、
飲
食
物
を
提
供
し
、
芝
居
や
遊

覧
飛
行
に
案
内
し
た
り
、
そ
の
他
相
手

方
に
慰
安
な
ど
を
与
、
え
て
歓
待
す
る
こ

と
は
買
収
に
該
当
し
ま
す
。

選
挙
妨
害
の
禁
止

候
補
者
に
つ
い
て
、
デ
?
を
と
ば
し

た
り
、
選
挙
人
、
候
補
者
、
選
挙
運
動

員
な
ど
を
お
ど
か
し
た
り
、
演
説
、
集

会
、
交
通
な
ど
を
妨
害
し
た
り
、
選
挙

用
の
ポ
ス
タ
ー
を
破
い
た
り
、
投
票
に

干
渉
し
棄
権
を
す
す
め
た
り
し
て
選
挙

の
自
由
を
さ
ま
た
げ
る
と
選
挙
の
自
由

妨
害
の
罪
と
な
り
ま
す
。

選
挙
後
の
あ
い
さ
つ

行
為
の
制
限

選
挙
後
の
あ
い
さ
つ
行
為
は
期
日
の

定
め
は
な
く
、
文
章
、
口
頭
、
会
合
な

ど
を
利
用
し
て
す
る
こ
と
は
制
限
さ
れ

て
い
ま
す
。

ポ
ス
タ
ー
の
制
限

無
検
印
、
無
証
紙
の
ポ
ス
タ
ー
を
事

業
所
、
事
務
所
な
ど
に
掲
示
す
る
た
め

頒
布
す
る
場
合
で
も
違
反
と
な
り
ま
す
。

よ
く
屋
内
用
な
ど
と
い
っ
て
無
検
印

の
も
の
は
よ
い
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
こ

れ
ら
は
い
っ
さ
い
認
め
一
勺
れ
て
い
ま
せ

ん
。
ま
た
、
屋
内
用
と
払
称
し
て
窓
の
内

側
に
貼
付
し
通
行
人
に
見
え
る
よ
?
な

開
票
の
と
き
・
と
ニ
ろ

開
票
は
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

指
定
さ
れ
た
場
所
に
お
い
て
開
票
状

況
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
人
数

制
限
が
あ
り
ま
す
。

開
票
所
と
な
る
学
校
内
を
よ
ご
さ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

-

と

き

H
HO
県
謹
選
挙

四
月
+
日
午
後
七
時
三
十

分
O
市
議
選
挙

四
月
二
十
四
日
午
後
七
時

三
十
分

-
と
ニ
ろ

1
上
田
市
立
清
明
小
学
校
体

育
館

上田市選挙管理委員会
(含⑫4100内線571有線②0901)
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成
人
病
の

特
徴
と
予
防

成
人
病
と
は
、
主
に
脳
卒
中
、

が
ん
、
心

臓
病
の
こ
と
を
言

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

病
気
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
社
会
や

家
庭
で
重
要
な
地
位
に
つ
き
始
め
る
四

十
歳
く
ら
い
の
人
か
ら
、
次
第
に
多
〈

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
、
と
い
う
こ
と

で
す
。

上
回
市
で
は
、
昭
和
五
十
六
年
の
一

年
間
に
七
百
五
十
人
の
方
が
亡
く
な
り
、

そ
の
っ
ち
約
七
割
の
四
百
八
十
八
人
の

万
が
三
大
成
人
病
と
言
わ
れ
て
い
る
脳

卒
中
、
が
ん
、

心
臓
病
で
亡
く
な

っ
て

い
ま
す
。

だえつ一(5)一一昭和58年 3月1日 広報

成

人

病

の

特

徴

成
人
病
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
成

人
病
の
も
つ
共
通
す
る
特
徴
を
理
解
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

①
中
年
を
過
ぎ
て
急
激
に
増
加
す
る
。

②

一
家
の
柱
と
も
い
う
べ
き
、
働
長
戸
盛

り
の
成
人
を
襲
う
。

③
自
覚
症
状
が
少
な
い
の
で
、
知
ら
な

い
聞
に
か
か

っ
て
い
る
。

④
原
因
が
ハ

ツ
キ
リ
し
な
い
こ
と
が
多

-V
 

⑤
惑
い
の
か
、
悪
く
な
い
の
か
、
そ
の

境
が
は

っ
き
り
し
な
い
。

⑥

一
人
で
、
い
く
つ
も
の
病
気
を
も

っ

て
い
る
こ
と
が
多
い
。

'じ

安

σ〉

"，.，.， 

ぷE

で
は
、
予
防
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら

よ
い
の
で
し
ょ
う
。
第
一
に
考
、
え
ら
れ

る
の
は
心
の
安
定
で
す
。

①
生
活
の
リ
ズ
ム
を
知
り
、
整
、
え
る
。

疲
労
の
蓄
柏
は
万
病
の
も
と
。

②
怒
り
や
イ
ラ
イ
ラ
は
大
敵
で
損
。
感

情
の
高
ま
り
は
、
す
ぐ
血
圧
に
彬
響

す
る
。

③
過
度
の
緊
張
や
ス
ト
レ
ス
は
よ
く
な

④
適
当
に
気
分
の
転
換
を
は
か
り
、
気

持
ち
を
落
ち
つ
け
る
。
頭
を
使

っ
て

も
、
気
を
使
う
な
。

生

活

上

の
注
立
思

①
寒
さ
に
注
意
す
る
こ
と
。
暖
か
い
と

こ
ろ
か
ら
急
に
寒
い
と
こ
ろ
に
出
る

と
血
圧
が
上
が
る
。

②
冬
の
寒
い
夜
中
、
ト
イ
レ

に
行
き
脳

川

卒
中
の
発
作
を
起
干」す
、」と
が
多
い
。

高
血
圧
の
人
は
、
シ
ビ
ン
の
用
意
を
。

③
ト
イ
レ
は
暖
か
く
し
て
、
自
然
の
使
い

通
を
待
ち
、
強
く
リ
キ
ま
な
い
。

④
久
.、
場
は
一
番
ぶ
ろ
を
避
け
、
浴
室
が
い

暖
ま
っ
て
か
ら
入
浴
す
る
。
温
度
は
、

夏
が
三
十
九
度
、
冬
が
四
十
一
度
ぐ
ら

川

い
が
目
安
で
、
長
湯
は
禁
物
。

⑤
酒
は
毎
日
飲
ま
な
い
で
、
飲
ん
だ
時
川

は
ほ
ど
ほ
ど
に
。

⑥
タ
バ
コ
は
で
き
る
だ
け
少
な
く
、
心
い

臓
の
悪
い
人
は
、
特
に
注
意
す
る
。

正

し

い

食

事

脳
卒
中
、
心
臓
病
な
ど
、

血
液
の
通

川

り
道
H
H

循
環
器
系
の
病
気
は
、
一
度
か
川

か
る
と
治
り
に
く
い
病
気
で
す
が
、
白

川

常
の
食
事
や
運
動
な
ど
に
気
を
つ
け
る
い

こ
と
で
、
か
な
り
予
防
で
き
ま
す
。

①
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
が
健
康
を
い

つ
く
る
。
塩
か
ら
い
食
事
で
は
、
ど
い

た
人

う
し
て
も
蛋
白
質
、
ビ
タ
ミ

ン
が
不
川

足
す
る
。

J

②
あ
れ
も
よ
く
な
い
、
こ
れ
も
よ
く
な
い

い
と
い
う
極
端
な
食
事
の
制
限
は
、

か
え

っ
て
危
険
。

③
く
だ
も
の
、
野
菜
、
海
草
類
は
、
ビ
川

タ
ミ
ン

な
ど
の
大
切
な
成
分
を
多
く
い

含
ん
で
い
る
。

④
太
り
す
ぎ
は
、
身
体
の
容
積
を
増
し
、

そ
れ
だ
け
血
管
が
延
長
す
る
の
で
、

心
臓
に
負
担
が
か
か
る
。

昭和58年

交通事故防止の

運動計画を決定

こ
の
ほ
ど
、
長
野
県
交
通
安
全
運
動

推
進
本
部
と
上
回
警
察
署
は
、
昭
和
五

十
八
年
に
お
け
る
交
通
安
全
運
動
の
推

進
計
画
を
決
定
し
ま
し
た
。
上
田
市
も
、

こ
の
計
画
を
重
点
目
標
と
し
て
推
進
し

ま
す
が
、
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
婦
人
を
中
心
と
す
る
交
通
安
全
活
動

(
家
庭
内
で
は
、
主
婦
が
中
心
と
な

り
、
子
供
た
ち
に
交
通
安
全
の
指
導

を
す
る
)

②
老
人
、
幼
児
な
ど
交
通
弱
者
の
交
通

事
故
防
止

③
二
輪
車
の
交
通
事
故
防

H

④
若
年
者
の
鉱
山
謀
運
転
の
追
放

⑤
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用

昭
和
五
十
七
年
中
の
県
下
の
交
通
事

故
に
よ
る
件
数
、
傷
者
数
は、

前
年
に

比
べ
減
少
し
た
も
の
の
、

死
者
は
前
年

を
上
回
り
、
抑
止
目
標
七
年
連
続
減
少

を
達
成
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
特
に
、
老
人
の
死
亡
事
故
が
大
幅

に
増
加
し
た
こ
と
が
目
立

っ
て
い
ま
す
。

上
田
市
で
は
、

交
通
事
故
に
よ
る
死

者
は
減
少
し
た
も
の
の
、
件
数
、
傷
者

数
は
増
加
す
る
と
い
う
結
果
で
、
県
と

な
逆
に
な

っ
て
い
ま
す
。
(
左
表
参
照
)

交
通
事
故
防
止
は
、
世
界
の
悲
願
で

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
も
、
交
通
事
故
を

締
め
出
す
よ
う
、
ぜ
ひ
御
協
力
く
だ
さ

件数 死者 傷者

l県
1l(~ .fi:1I 

1'1' 人 人
57 8，594 171 11，044 -<t乙

下 56 8，709 150 11，286 

上 57 496 4 648 
国

市 56 465 6 604 

県下・上田市の交通事故状況 (昭柿得1月-12月
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お知らせ
上
回
築
城
四
百
年
祭
の

電

話

え

の

公

売

つ

シ
ン
ボ
ル
マ

1
ク
を
募
集

担
税
課
担
税
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

2
4
3

有
線
②
0
6
9
1

市
税
な
ど
の
滞
納
処
分
に
よ
る
上
回

電
報
電
話
局
管
内
の
電
話
加
入
権
の
公

売
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

な
お
、
公
売
当
日
ま
で
に
滞
納
者
が

市
税
な
ど
を
完
納
し
た
場
合
は
、
公
売

を
中
止
し
ま
す
の
で
御
承
知
く
だ
さ
い
。

と
き
:
・
三
月
八
日

ω午
前
九
時
三
十

分
(
時
間
厳
守
)
、
受
付
は
午
前
九
時

か
ら
九
時
三
十
分

と
ニ
ろ
:・
市
役
所
四
階
第
二
・
三
会
議
室

方

法

:
・
競
争
入
札

台
数
・
;
当
日
決
定
し
ま
す
。

電
話
債
券
な
ど
・
・
・
公
売
に
よ
る
場
合
は

局
関
職
事
告
品
貝
・
7
N
U
高
責
凶

M
b
u
/、
、
常
曲
四
日
制
札
渦
次

広報

観
光
限
内
上
回
築
城
四
百
年
祭

実
行
委
員
会

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

6
0
8

有
線
②
0
7
4
5

作
品
内
容
・:「
上
田
築
域
四
百
年
祭
」

め
文
字
及
び
六
述
銭
(
ム
パ
文
銭
)
ま

た
は
附
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の
。
大

き
さ
は
、
は
が
き
大
。
色
彩
は
二
色

以
内
。

応
募
締
切
日
:
・
三
月
二
十
二
日

ω必
着

送
り
先
:
・〒
3
8
6

市
内
大
手

一ーー

一
一
一
六
上
回
市
役
所
観
光
課

内
仁
川
築
械
凶
行
年
れ
か
実
行
委
員

b
F
 

-
R

へ
e
g
，
占
つ
政
也
比
汁
'
d
占
・
い

P
昨
今
ω
ロ
凶

を
内の事業所

おり教養議

、機会です。

公
売
公
告
の
場
所
:
・
市
役
所
と
豊
殿
・

塩
田
・
川
西
の
各
支
所
、
上
国
税
務

署
、
上
小
地
方
事
務
所

入
札
参
加
者
:
・
印
鑑
を
お
持
ち
に
な
り

本
人
が
お
い
で
く
だ
さ
い
。
代
理
人

の
場
合
に
は
、
必
ず
、
本
人
自
筆
の

委
任
状
と
代
理
人
の
印
鑑
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

重
度
身
体
障
害
の

皆
さ
ん
の
通
所
授
産
受
入

上
回
し
い
の
み
園
宮
⑫
3
1
6
6

市
内
中
之
条
に
あ
る
「
上
回
し
い
の

み
園
」
(
重
度
身
体
障
害
者
収
容
授
産
施

設
)
で
は
、
四
月
か
ら
重
度
身
体
障
害

の
皆
さ
ん
の
通
所
授
産
を
次
の
と
お
り

受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

受
入
人
数
・
・
・
五
名
程
度

相
談
先
:
・
市
役
所
福
祉
課
宮
⑫
4
1
0

0
内
線

3
7
3
・
有
線
②
0
7
9
1

「
加
工
食
品
を
考
え
る
」

の
御
聴
講
を

上
回
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

宮
(⑫

8
5
1
7
・
⑧
0
9
9
8

長
野
県
上
回
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で

は
、
毎
月
、
一
日
生
活
教
室
を
聞
い
て

い
ま
す
。
今
回
は
、
加
工
食
品
を
ど
の

よ
う
に
食
生
活
に
取
り
入
れ
、
ま
た
健

康
な
体
を
作
り
出
す
食
事
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
、
考
え
て
み
ま
す
。

と
き
・
:
三
月
八
日

ω午
後
一
時
三
十

分
か
ら
三
時
三
十
分

と
ニ
ろ
:
・
上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
教

室
テ
I
マ
・
:
「
加
工
食
品
を
考
え
る
」

l

健
全
な
食
生
活
を
め
ざ
し
て
|

講
師
:
・
国
立
栄
養
研
究
所
食
品
科
学

い
人
公
み

部
長
・
印
南
敏
さ
ん

県
営
住
宅
の

入
居
者
を
募
集

上
小
地
方
事
務
所
建
築
課

官
⑮
1
2
6
0
内
線
3
0
4

申 募
込日 集

先同期

日間
E間 三
Zぃ 瓦
4 

わ 日
せ (刈
か

上 ら

地月
方十

県営住宅補充募集一覧表

団地名 構造 規 +某 fJi.5jIJ ヲ5( 通 通戸主数m 

五加 信木j平造 2K-2DK 1 上回交中駈通車回Ij駅所線より徒歩 5分 6" 

男IJ 所 簡平 2K 2 上別国交所通副別日~!.II所~総より徒少 5分 l 

中野 簡二 2DKB 2 上国福交通田別町駅所制より徒歩，5分 2 

簡二 2DKB 1 上回交通別所総 4 
学 j毎
簡二 塩田町駅より徒歩10分「丁2DKB 2 

簡平 2DKB-3KB 1 千曲ノ〈ス青木線 6 
城 仁古田ノfス{亭より徒歩10分

トーーーー

簡平 2K-3K 2 7 

和
裁
科
訓
練
生
を

募
集
し
ま
す

上
小
高
等
職
業
訓
練
校

告
⑫
2
6
6
6

上
小
高
等
職
業
訓
練
校
で
は
、
次
の

と
お
り
和
裁
科
の
訓
練
生
を
募
集
し
ま

す
。
初
歩
か
ら
学
べ
ま
す
。

入
学
資
格
・
・
・
健
康
で
和
裁
を
勉
強
し
た

い
人
。
家
庭
婦
人
を
歓
迎
し
ま
す
。

期
間
:
・
二
年
(
毎
週
水
・
金
曜
日
の

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
)

募
集
人
員
・
:
三
十
名
。
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
。

料
理
教
室
の
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勤労青少年ホーム
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教養講座に御参加を

勤労青少年ホームでは、市内にお住まいか市内の事業所

に勤務する30歳未満の皆さんを対象に、次のとお り教養講

座の受講者を募集します。

題l床を広げ、働く若い仲間と交流できるよ い機会です。

ふるって御参加ください。

申込期限 ..3月31日(木) ただし、定員になり 次第締め切り

ます。

申込場所・・勤労青少年ホーム(開館時間は午後 1時-9時)

へ必ず来館のうえ、受講料を添えてお申し込み

< t.ごさし、。

お問い合わせ・・・上田市勤労青少年ホームE⑫7117

(開館時間は午後 1時-9時)練習に励む琴教室の皆さん

講座名 日程 日 定員 時 間 期 「司 費 用 イ結 考

月コース 24 
午後 4月-9月 受講料1，500円(半年)、材料費月額1，000円 家庭料理6.00-8.00 

料理教室 火コース 24 
午後 4月-9月 受講料1，500円(半年)、材料費月額1，000円 家庭料理6.00-8.00 

水コース 24 午後 4月一 9月 受講料1，500円(半年)、材料費月額1，000円 家庭料理6.30-9.00 

月コース 12 午後 4月-9月 受講料3，000円(半年)、材料費月額500円 裏千家6.30-8.30 
茶道教室

午6.後30-8.30 火コース 12 4月一 9月 受講料3，000円(半年)、材料費月額500円 江戸千家

水コース 12 
午後

4月一 6月 受講料2，000問、テキスト代400円 道具を使用しない6.30-8.30 
着付教室

午後
木コース 12 6.30-8.30 4月-6月 受講料2，000円、テキスト代400円 道具を使用しない

絵画教室 火コース 20 午後 年間 受講料2，000円 油絵、 水彩画6.30-8.30 

木彫教室 水コース 20 午後 年間(隔週) 受講料2，000円 農民美術6.30-8.30 

書道教室 金 コース 20 
午後 4月-9月 受講料1，500円、材料費月額500円6.30-8.30 

七宝焼教室 水コース 20 
午後 4月一 6月 受講料1，000円、材料費 1回500円6.30-8.30 

レザー7ラフト教室 火コース 10 午後 4月-9月 受講料月額1，500円6.30-8.30 

和裁教室 金コース 10 午6.後30-8.30 4月一 9月 受講料月額1，500円

手編教室 金コース 10 6午.後30-8.30 4月一 9月 受講料月額1，500円

琴教室 木コース 5 
午後

年間 受講料月額2，500円 山田流6.30-9.00 

、_...・----温酢.... 院--

料
理
教
室
の

中
部
電
力
上
国
営
業
所

サ
ー
ビ
ス
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
課

宮
⑫
1
2
4
0

中
部
電
力
で
は
、
婦
人
の
皆
き
ん
を

対
象
に
次
の
と
お
り
料
理
教
室
の
受
講

者
を
募
集
し
ま
す
。

料理教室日程表

コ
期 問 曜 日 時 間

ス

A 4月7日一 6月16日 第;木曜日
午前 午後
10:00-1・00

B 4月6日一 9月7日 第 1水曜日 午後
1 :30-3: 30 

C 4月14日-6月23日 第:木曜日
午後
1 :30-3: 30 

D 14月20日一 9月21日 第 3水曜日
午前 午後
10:00-1 : 00 

と
ニ
ろ
:
・
中
部
電
力
上
国
営
業
所
婦
人

教
室
(
構
内
東
館
)

定

員

:
・
各

コ
l
ス
と
も
二
十
四
名
、

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

会
費
:
・
材
料
代
と
し
て
一
回
四
百
円

程
度
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(一

月
三
十

一
日
現
在
)

次
の
皆
さ
ん
が
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

道
ん
で
ご
め
い
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

つ

長
張
相
藍
き
ん

(
結
が
丘
一
丁
目
)

有

川

博

さ

ん

松
平
と
よ
さ
ん

宮
坂
泰
子
さ
ん

(
結
が
丘

一
丁
目
)

荒
井
し
げ
よ
さ
ん

(

中

央

四

丁

目

)

柳

町

滝

沢

ウ

メ

さ

ん

倉

升

¥
)
ノ

{ア直産

緑
が
丘

浦

野
院

内

え

緑
が
丘

広報

3月15日(火)

品 目①新物一塩にしん...2本 300円
②赤魚本みりんj責-・ .1 枚 1~0円

アルミホイルでお焼き

くTごさし、。

③かえり干し(自然食品・カルシ

ウム源)100g 150円

量生堕

長
岩
よ
し
み
さ
ん

(中
央
束
)

上
川
原
柳
町

桑

原

盛

保

さ

ん

岩

門

遠

藤

周

治

さ

ん

岡

熊

井

勉

き

ん

笹

井

小

林

ク

ツ

ミ

さ

ん

小

泉

宮
崎
芳
治
さ
ん

(

中

央

二

丁

目

)

横

町

中
川
栄
太
郎
さ
ん

(

中

央

四

丁

目

)

木

町

笹

沢

九

一

郎

き

ん

中

村

宮

川

ア

イ

さ

ん

新

田

金
井
き
と
さ
ん

(
中
央
西
一
丁
目
)
下
紺
屋
町

内

堀

美

代

志

さ

ん

久

保

林

木
村
良
一
き
ん
上
川
原
柳
町

北
村
吉
朗
さ
ん

(
常
磐
城
四
丁
目
)

中
村
嘉
吉
さ
ん

吉
田
一
元
き
ん

九六七
一四二。九九

一四

取り扱い庖・・・市内産直協力庖

(生活環境課生活係官⑫4100内線301>

生

塚

上
田
原

中

村母争重く

3月16日

松
永
佐
一
郎
さ
ん

(
緑
が
丘
三
丁
目
)
緑
が
丘
西

石

井

よ

ね

さ

ん

保

野

宮

島

ふ

じ

さ

ん

岩

門

宮

下

幹

雄

き

ん

新

田

尾

崎

茂

さ

ん

上

青

木

石
川
松
雄
さ
ん

(
緑
が
丘
一
丁
目
)
新
屋

佐

藤

達

也

さ

ん

梅

が

丘

内

川

三

男

さ

ん

小

井

田

上

野

隆

さ

ん

(
中
央
五
丁
目
)
上
房
山

富

島

新

き

ん

小

牧

柳

沢

い

ち

さ

ん

諏

訪

形

沢

す

い

き

ん

(
緑
が
丘
三
丁
目
)
緑
が
丘
西

銭
沢
み
つ
子
さ
ん

(
中
央
四
丁
目
)

土
肥
盛
人
さ
ん

滝

沢

勝

さ

ん

丸
山
喜
八
郎
き
ん

(
常
磐
城
一
丁
目
)

上
原
徳
一
郎
さ
ん

高
寺
竹
次
郎
さ
ん

片
岡
ひ
き
さ
ん

桜
井
友
美
さ
ん

(
緑
が
丘
一
丁
目
)

春
原
五
郎
き
ん

横
関
た
づ
き
ん

吉
野
松
子
き
ん

土
屋
清
春
さ
ん

(材
木
町
一
丁
目
)

間

同

低

則

郎

副

R
C
'ん

七八三七六
二四七五二九

九四八
O 九五

六七七
七一九

八六八
四三七

木

町

岩

下

上
塩
尻

西

脇
下
之
条

上
青
木

吉

田

新

屋

長

島

大

屋
上
田
原

渡
辺
勇
一
郎
さ
ん

(
天
神
四
丁
目
)

塚
越
み
さ
さ
ん

若
林
た
け
の
さ
ん

(
中
央
北
一
丁
目
)

新
保
竜
之
助
さ
ん

(
大
手
一
丁
目
)

田
中
富
貴
代
さ
ん

(
大
手
一
丁
目
)

重
田
ち
か
さ
ん

(
常
入
一
丁
目
)

片
倉
カ
ズ
イ
さ
ん

(
常
田
二
丁
目
)

本
山
元
一
さ
ん

成
沢
浅
治
郎
さ
ん

(
中
央
三
丁
目
)

中

沢

貢

さ

ん

小
林
好
江
さ
ん

村
瀬
と
し
さ
ん

(
中
央
西
一
丁
目
)

小

林

茂

さ

ん

池
田
の
ぶ
え
さ
ん

堀
川
タ
ツ
エ
さ
ん

(
常
国
二
丁
目
)

回
玉
ゆ
き
い
さ
ん

小
林
扇
松
さ
ん

竹
内
界
カ
ツ
さ
ん

(
材
木
町
二
丁
目
)

宮

沢

昇

き

ん

森
村
時
蔵
さ
ん

堀
内
と
き
よ
き
ん

北
沢
五
作
さ
ん

徳
枠
刈
志
げ
の
さ
ん

八八八八七
九四七三四

ハ五
四 O 七

八

O
九

O
八
一

八
六

五
五
五
七
七
六

八
六
八
一七三

七
二

九七四
二六七七

南
天
神
町

中
之
条

新末
広
町

末
広
町

染上
常
田

浦

野
馬
場
町

吉

田

新

田

丸
堀
町

大

屋
野

倉
上
常
国

神

畑

塩
田
新
町

材
木
町

中
吉
田
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去
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五

八八七
七四

五八八
三 00

六
三
六一一
六
三

七七五
五八九

六九八六八
七七五四 O

佐
藤
富
雄
さ
ん

滝
沢
ち
づ
き
ん

林

孝

次

き

ん

(
常
国
二
丁
目
)

柳
町
よ
ね
き
ん

(
中
央
西
一
丁
目
)

吉
川
よ
ね
さ
ん

(
常
田
二
丁
目
)

倉

島

栄

き

ん

柳
橋
い
っ
さ
ん

(
中
央
西
一
丁
目
)

井
元
長
三
き
ん

山
崎
き
み
さ
ん

(
中
央
五
丁
目
)

小
林
せ
き
さ
ん

(
常
田
二
丁
目
)

宮
原
け
き
い
さ
ん

中
沢
ロ
ク
さ
ん

長

島
上
室
釘

五七
九二

北
常
国

北
大
手
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中
常
国

金
剛
寺
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北
大
手

上
本
郷

七八
八二

下
房
山

七
六

北
常
国

越

戸
上

手

八六八
四七八

犬
の
フ
ン
の

後
始
末
を

飼
い
犬
を
引
い
て
散
歩
す
る
姿
を
よ

く
見
か
け
ま
す
が
、
散
歩
の
際
の
犬
の

フ
ン
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
く
飼
い
主

が
い
ま
す
。

犬
の
散
歩
の
際
に
は
、
必
ず
ホ

l
キ

や
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
を
持
ち
、
後
始
末

を
完
全
に
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

私
た
ち
の
生
活
を
い
つ
も
き
れ
い
に
す

る
心
が
け
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
犬
の
放
し
飼
町
い
は
繁
じ
ら
れ
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